
屋井鉄雄教授といえば、我が国を代表する交通政策、地域計画などの
専門家であり、駐車場業界にとっても非常に重要な人物。来る2月の
東京五輪組織委員会の発足をふまえて、私たちの悲願である30,000
台規模のシェアサイクル導入に向けたアドバイスや2014年の展望な
ど、数々の貴重な提言をいただいた。（収録：2013年12月3日） 

ゲ ス ト 東京工業大学大学院 総合理工学研究科
人間環境システム専攻 教授 工学博士

屋井鉄雄

2014年は「自転車ネットワーク元年」
東京五輪までに
大規模シェアサイクル導入を!
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特集 パーキング業界の明日
『自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス』誌 発行人・森井 博が聞く
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コミュニティサイクルの代表的な成功事例であるパリの「ヴェリブ」

ルについてです。私たちは、2014
年4月の発足を目標に「日本シェア
サイクル協会」という団体を立ち
上げることに致しました。これは、
2020年の東京オリンピック開催ま
でに大規模なコミュニティサイクル
を導入することも一つの大きな目的
にしております。先生の経験や知識
を、ぜひ私達の協会に活用させてい
ただければと。
屋井 シェアサイクルといえば、私は
以前、経済産業省と自転車協会が協
働して立ち上げた委員会などにおい
て、日本にシェアサイクルを導入、
成功させるための環境づくりを調査
した経験があります。
森井 当時はどんな結果だったんで
しょうか。
屋井 残念ながらビジネスモデルと
しては成功させるのは難しいという
結論でした。稼働させるための前提
条件も不足していたからです。
森井 その条件とは。
屋井 答えは、パリのヴェリブが始ま
る前、同じフランスのリヨンで行われ
たシェアサイクルが成功と言えない

て、主にコインパーキングの管理業
者の集まりです。私はそこの理事長
を務めています。コインパーキング
では三井のリパークさんやビルの地
下駐車場では、日本駐車場開発さん
といったところが代表的な運営業者
です。ちなみに私どもサイカパーキ
ングは、駐輪場の運営管理が主な業
務となっており日本全国で45万台
の自転車を管理しています。
屋井 それらの団体ごとに独立して
縦割りになっている?
森井 いえ、そんなことはありません
（笑）。相互に交流して、最新技術や
課題などを共有する機会を設けてい
ます。先日も弊誌主催で合同研修会
を開き、消費税や注目の技術、製品
などの情報共有を行いました。海外
の研修旅行も実施しておりまして、
昨年はヨーロッパ、今年の9月には
台湾のコミュニティサイクル・You 
Bikeも視察して参りました。
屋井 なるほど、幅広く活動してい
らっしゃる。
森井 今日、まず先生におうかがいし
たかったのが、コミュニティサイク

森井 先生には弊社が携わった横浜の
コミュニティサイクル実証実験の際
の審査委員を務めていただいたほか、
国土交通省の自転車等の走行空間活
用に関するシンポジウムなど、さま
ざまな場面でお世話になりました。
その節はありがとうございました。
屋井 こちらこそありがとうございま
した。私は都市の交通計画に関して、
これまで研究や実証実験を重ね、さ
まざまな場所でお話をさせていただ
きましたが、駐車場駐輪場業界の全
体像についてはそれほど知っている
わけではありません。良い機会なの
で簡単にレクチャーしていただいて
よろしいでしょうか。
森井 承知しました。基本的には駐
車場と駐輪場の設備メーカー、運営
管理業者は別々になっています。駐
車場につきましては立体機械式駐車
場設備メーカーを中心とする立体駐
車場工業会と自走式簡易多層建築の
プレハブ駐車場工業会、主にビルの
地下駐車場や立体駐車場、プレハブ
駐車場を運営管理する全日本駐車協
会、及び平面の空地を利用した駐車
場を運営管理する日本パーキングビ
ジネス協会があります。駐輪場につ
いては自転車駐車場工業会の一団体
に設備メーカーと運営管理業者が加
入しています。
屋井 （森井発行人の名刺を見て）こ
の「日本パーキングビジネス協会」
というのは?
森井 文字どおり平面駐車場の運営
管理業者、設備メーカーの団体でし

シェアサイクルには 
2007年から
追い風が吹いている 



054

写真上の自転車専用レーン（東京都世田谷区の例）と同右
の法定外表示（石川県金沢市の例）の登場が、シェアサイ
クルの可能性を大きく広げた

屋井 そして、再び国土交通省と警察
庁が協働した2012年4月の「自転車
走行環境に関わる委員会」では、自
転車レーンは“標準”となり、分離型
ネットワークの実現性を一層高めて
いきます。さらに指導帯や自転車ピ
クトなどの“法定外表示”というオプ
ションが加わりました。法定外では
ありますが、自転車が頻繁に通るス
ペースです、とクルマのドライバー
や自転車利用者に示す空間ですね。
これが加わったために、ますます自
転車が走りやすいインフラが整えや
すくなってきたわけです。
森井 ここ数年で、シェアサイクルへ
の追い風が吹いていることは確かな
ようですね。
屋井 利用者のマナーやルールに対
する意識がかつてに比べて上がって
いることも大きなプラスと考えられ
ます。
森井 12月1日に施行された改正道
路交通法で“自転車は車道の左側走

理由にも一部見ることができます。
それは自転車の走行空間が整備され
ていなかったことです。走る場所が
用意されていなかったので、サイク
ルの利用者は必然的に歩道を走りま
した。その結果、歩行者と自転車の間
に混乱や危険が生じ、シェアサイクル
も快適に利用できなかったのです。
森井 ヴェリブはリヨンを反面教師
にしてきちんと走行空間をつくり、
成功したというわけですか。
屋井 そうですね。シェアサイクルの
導入台数も大規模でした。翻って日
本はリヨンと同様に走行空間が整っ
ていないため、公共交通システムと
しては失敗する可能性が高いと結論
づけたわけです。
森井 なるほど。
屋井 しかしその後、国土交通省が警
察庁と一緒になって、自転車走行空
間のガイドライン作りに取り組み始
めたことを契機に、状況は改善されて
いきました。それまで国土交通省は
自転車道整備を進めていましたが、
一度に整備する距離は数100mと短
く、遠隔地へ向けて自転車が継続的
に走行できる空間とは言い難いもの
しか残していなかった。しかし警察
庁との協働の結果、“自転車レーン”
が登場して、状況が変化したわけで
す。車道の左端を区分して、そこを自
転車レーンに指定すればいい、とい
うわけですね。自転車専用道の建設
に比べてコストが格段に低く、距離
を延長することも比較的簡単なので
自転車ネットワークがつくりやすい
のが大きな利点です。この方向性が打
ち出されたのが2007年7月でした。
森井 確かに自転車レーンの登場は
エポックメイキングでしたね。

行である”と広く知らしめられたこ
とも好材料だと思います。
屋井 あえて課題を挙げるとすれば、
先ほど申し上げたリヨンでシェアサ
イクルを実施した頃から注視してい
るのが、ポートの位置ですね。成功
例であるヴェリブのポートは原則的
に車道に面しているんです。
森井 ああ、なるほど。そういえばそ
うですね。
屋井 ところがリヨンはほとんどの
ポートが歩道内につくられていまし
た。このアクセスでは、自転車がそ
のまま歩道を走っていく可能性が高
くなります。歩行者のすぐそばを走
る回数が増えて、混乱と危険を招く
要因になりました。そして、日本の
ポートの場所もリヨンと同じで、ほ
ぼ100％歩道に出入口が面していま
す。また、サイクルシェアのポート
だけでなく、一般的な駅前の駐輪場
にしてもそうです。これまではほぼ
100％、出入口は歩道に面していま
した。
森井 その点だけ考えれば、自転車が
歩道を走ってしまうのは無理のない

成否を握るのは「ポートが
車道に面しているか」
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対談が行われたのは横浜市緑区にある東京工業大学キャンパス内の屋井研究室。室内には国内外の膨大
な文献が揃っていた他、アジア各地の自転車タクシー（カンボジア、フィリピン、中国）も展示されていた

ことかもしれません。
屋井 もっと悪い例になると、歩道か
らさらに奥まった施設の脇などの民
地にポートが設置されているケー
スもあります。これではせっかくの
シェアサイクルのポートが歩行者
の視野に入りにくく、社会へのメッ
セージとしては非常に弱くなってし
まう。ただ、最近では地下駐輪場の
出入り口を車道に面するように計画
する例も出てきました。
森井 それは画期的な駐輪場となり
そうですね。
屋井 もちろん、直接車道に出るから
には安全確保に十分配慮しなければ
なりません。ある程度のバッファー
として、車道だけではなく歩道から
も押しチャリで出入りできるように
することや、景観に配慮することな
ども忘れてはならない課題です。

森井 先生が最初におっしゃった、経
済産業省と自転車協会協働の委員会
が設けられた頃に比べれば、課題は
あるにせよ、それでも良好な自転車
走行環境ができてきたことを改めて
実感しました。
屋井 そうですね。ただし、あくまで
それは“環境”であって“ビジネス”
として成り立つことを保障するもの
ではありません。シェアサイクル導
入に必要な前提条件が整ってきたに
過ぎない、ということです。個人的
な見解ですが、現状ではビジネスと
して存続させるのは、率直に言って
厳しいと思います。そもそも、安定
的な収入を得るために必要とされて

いるシェアサイクルの台数と、現在、
実際に導入されている台数の間には
かなり開きがありますよね?
森井 ええ、それこそ桁が違います。
屋井 例えば300台導入などはよく聞
く数字ですが、本当なら30,000台
くらいは必要になりそうです。
森井 お、実は日本シェアサイクル協
会が2020年の東京オリンピックま
でに走らせたいとする目標台数と同
じで、我々も30,000台を標榜して
いるんです。ちなみにロンドンが約
8,000台、パリが約24,000台走って
います。人口密度や都市面積を比較
すると、東京の場合は30,000台と
見積もったのですが、これでも少な
いくらいかもしれません。
屋井 導入コストはどのくらいを見
積もっていいますか。
森井 約100億円で、公費に頼らざる
を得ないのが現実です。先ごろ、新
しい国立競技場の建設費見積もりが
1000億円以上下方修正されたとい
うことで、あるいはそこから捻出で
きないかと皮算用してみたり。
屋井 となると、率直に言ってビジネ
スとしての成立はまだ不透明だと。

森井 おっしゃるとおりです。私が聞
いたところでは、カナダのモントリ
オールのシェアサイクル「BIXI」が
世界で唯一採算がとれているシステ
ムだということです。
屋井 それは素晴らしい。
森井 一方、日本の例では、金沢市の
シェアサイクルが特筆されます。市
が1億円以上のイニシャルコストを
負担しているほか、年間の運営費も
約2000万円供出しているのですが、
あとは民間の運営業者が広告、サイ
クル利用料を徴収して商業ベースに
乗せているそうです。
屋井 これはシェアサイクルに限り
ませんが、行政が公費を負担し続け
るには根拠が必要です。その意味で
は、黒字経営を続けているのなら問
題はないですね。
森井 おっしゃるとおりです。また、
岡山市にもシェアサイクルがありま
して、やはりイニシャルコスト、運
営費が投入されているのですが、こ
れも商業ベースに乗っています。し
かも、平均すると1日約10回転の利
用率だというんですね。ヴェリブで
すら平均6～ 7回転くらいですから、

パラリンピックの開催が 
意味するものを見逃すな



056

岡山市のケースがいかにすごいかが
分かります。
屋井 私も岡山市の自転車走行空間
を見に行ったことがあります。時間
規制の自転車レーンや車道から入り
やすい地下駐輪場などが用意されて
いました。そのような望ましい方向
の取り組みが影響しているのかもし
れませんが、10回転というのはすご
い数字です。
森井 日本シェアサイクル協会の活動
にとって重要なヒントがあるかもし
れません。近いうちに視察してこよ
うと思っています。
屋井 日本シェアサイクル協会の
30,000台の話に戻しますと、きちん
と稼働させるにはそのくらいの台数
があって良いと思いますし、シェアリ
ングのシステムをつくるために100
億円を公費から捻出してもらえるな
ら結構だと思います。ただ、そこに申
し添えるとすれば、シェアサイクルは
オリンピックだけでなく、パラリン
ピックを開催するという点にも十分
配慮して導入すべきだということを
忘れてはなりません。パラリンピッ
クを開催するなら、歩道をすべての

歩行者にとって安全な空間にしなけ
ればなりません。自転車が歩道から
車道へ移るための環境が整ってきた
とはいえ、実際には、まだまだ歩道
を走る危険な自転車はたくさん存在
しています。その状況を打破するた
めに、具体的な取り組みを示す必要
があると思います。
森井 なるほど……。確かにパラリン
ピックに対する視点は欠落していま
した。私たちはそこにもしっかり配
慮しなければなりませんね。
屋井 端的に言えば、歩道から自転車
に出て行ってもらえばいいのです。
30,000台規模のシェアサイクルの導
入が、その実現を支援する可能性が
あると示せればいいですね。自転車
が歩道を出て、自転車専用レーンや
車道を走るようになれば、歩道を歩
く歩行者、特に高齢者、親子連れな
どの安全は確保しやすくなります。

森井 では、ここからは自動車駐車場
に関連する分野に話題を変えたいと
思います。例えばこんな工夫をすれ
ば利用率が上がるのではないか、と
いった提言、アドバイスなどをいた
だけますでしょうか。
屋井 路上駐車の問題もあり、かつて
国は、長い間、附置義務駐車場をつ
くらせる方向性を鮮明にしていまし
たが、いまや時代は大きく変わって
きています。駐車場の集約化という
特例措置が設けられましたし、地方
も同様の傾向が見られるようになり
ました。私が復興のお手伝いをして
いる東北の被災地もしかり。クルマ

社会であることは変わりませんが、
鉄道やバスなど公共交通も使いやす
い社会をつくろうという動きが出て
きていますので、駐車場をつくる理
由が減ってきています。駐車政策は
過去に回帰する、というわけでもな
いでしょうが、とりあえずどんどん
つくればいい時代は終わったと言っ
ていいかもしれません。
森井 附置義務駐車場を減らし、そ
の代わりに自動二輪を停めるスペー
スをつくってください、という東京
都の条例もありましたね。駐車場を
いままでのようなペースでつくれな
いのは、業界から見れば由々しき事
態ですが、現実的には車離れや少子
高齢化などで仕方のない面もあり
ます。そこでいままで以上に大切に
なってくるのが付加価値なのです。
屋井 例えばこんな価値はどうで
しょう。将来、電気自動車が普及す
る時代が到来した時、私は長く停
まっているクルマに着目すべきだと
考えています。今もそうですが、空
港や駅の駐車場などは長期間クルマ
を停める人が多いですよね。自分の
クルマで空港へ行き、目的地に滞在
している間はずっと空港駐車場に停
めっぱなしというケースです。
森井 それがどのような価値を生む
のでしょうか。
屋井 ドライバーが帰って来る日時が
判明していれば、それまでの期間、
EVに搭載されている蓄電池は公共
のバッテリーであると考えるので
す。EVの数に比例してスケールメ
リットが生まれ、スマートグリット
に組み込まれた巨大駐車場と化すで
しょう。EVのドライバーには駐車場
料金を安くするなどのインセンティ

将来、空港駐車場は
“公共バッテリー ”と化す? 
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自転車の安全な乗り方や、左側走行ルールを啓蒙された子どもが増えることも、より良い自転車走行環境
構築のファクターに

ブを与えるといいと思います。
森井 なるほど。EVを非常用電源に
して家の中の家電を動かすという技
術をもっと大きくしたようなもので
すね。
屋井 その一方で、短時間しか停めな
い自動車への配慮も必要です。代表
的なところでは荷捌きをする物流系
の車両や買い物客のクルマにどう対
応していくか。自転車も関係するの
ですが、商店街のなかには『自転車
専用レーンをつくると、荷捌き車両
や買い物客のクルマが停めづらくな
るので、レーンの敷設には反対だ』
という人がいます。そのままでは、
自転車走行空間をつくるための合意
形成ができず、都市交通の改善は難
しくなる。そこで機能するのが、短
時間駐車に適したコインパーキング
だと思うのです。
森井 業界としては非常に歓迎でき
る展開ですね。
屋井 フレキシブルな料金体系が有
効だと思います。これは自転車に
も当てはまりますが、商店街近傍で
は、例えば10分間だけの“ちょい停
め”なら料金は無料で、そこに1時間
以上停めれば、逆に相場よりも高く
する、など。うまくいけば、商店街
の活性化、自転車専用レーンづくり、
コインパーキング業界の収益増と一
石三鳥の策になります。
森井 IT技術の進化に期待すれば、ス
テッカーなどで合理的に集金するこ
とも考えられますね。公認の会員ス
テッカーを貼ったクルマは10分以下
は無料で、それ以上になると自動的
に課金される仕組みはどうでしょう
か。GPSや防犯カメラで補足し、カー
ド引き落としのように口座から自動

的に引き落とされるので、基本的に
逃げることができない、とか。さらに
進化すれば、クルマのナンバー読み
取りからでも可能かもしれません。
屋井 なるほど。
森井 では最後に改めて、年頭にあた
り、私たちへのメッセージをいただ
けますでしょうか。
屋井 東京オリンピック・パラリン
ピックの開催準備を進める組織委員
会が2月に設立されることもあり、
やはり、コミュニティサイクル導入
の足掛かりをつかんでいただきたい
と思います。そのために重要な条件
が先に申し上げた“ネットワーク”で
す。行政には“将来、自転車の専用
レーンがこのようにつながり、目的
地へはこれだけの短時間で移動でき
るようになります”といったロード
マップを示してほしいですし、森井
会長をはじめとする業界の皆さんに
は、ぜひそのサポートをしていただ
きたい。ネットワークの将来像が分
かれば、市民は自転車走行空間に留
まらず、コミュニティサイクルに対
する期待感を高めると思いますし、

自転車自体の価値を改めて見直すこ
ともできます。2020年の五輪イヤー
を迎えた時、2014年の“自転車ネッ
トワーク元年”を経て、このコミュニ
ティサイクルの利便性を手に入れた
のだな…と振り返ることができれば
理想的ですね。
森井 分かりました。そのストーリー
を現実のものにするために、私たち
も精一杯努力を重ねていく所存で
す。先生にもぜひお力添えをいただ
ければ幸いです。本日は誠にありが
とうございました。


